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長
溝
自
治
会
文
書
に
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
十
月
二
十
五
日
付
け
「
蒟
蒻
薯

供
出
ニ
関
ス
ル
件
」
と
い
う
史
料
が
あ
り
ま
す
。 

 

昭
和
十
九
年
十
月
廿
五
日 

『
磐
田
郡
西
浅
羽
村
農
業
会
』（
印
） 

部
落
会
長
殿 

蒟
蒻
薯
供
出
ニ
関
ス
ル
件 

軍
需
用
資
材
ト
シ
テ
不
可
欠
品
タ
ル
蒟
蒻
薯
ノ
極
メ
テ
重
要
ナ
ル
ハ
既
ニ
周
知

ノ
事
ニ
シ
テ
コ
レ
ガ
製
造
ト
販
売
ト
ヲ
禁
止
セ
ラ
レ
居
ル
次
第
ニ
有
レ

之
候
。
今

回
本
村
ニ
対
シ
供
出
割
当
数
量
決
定
セ
ラ
レ
、
不
日
出
荷
ノ
通
知
ニ
接
セ
ラ

ル
ヽ
事
ト
存
候
ニ
付
、
貴
字
栽
培
者
ニ
此
旨
予
メ
御
通
達
下
サ
ル
ト
共
ニ
供
出

方
御
配
慮
ノ
儀
御
依
頼
申
上
候
。 

追
テ
掘
取
リ
期
日
並
ニ
供
出
日
等
ハ
近
日
御
通
知
可
レ

申
候
。（1

） 

  

本
文
で
い
き
な
り
「
軍
需
用
資
材
ト
シ
テ
不
可
欠
品
タ
ル
蒟
蒻
薯
ノ
極
メ
テ
重
要

ナ
ル
ハ
既
ニ
周
知
ノ
事
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
期
の
蒟
蒻
薯
は
、
ま
ず
間
違

い
な
く
、
風
船
爆
弾
に
用
い
ら
れ
た
蒟
蒻
薯
で
す
。 

 

風
船
爆
弾
と
い
う
の
は
、
和
紙
を
蒟
蒻
糊
で
貼
り
合
わ
せ
て
作
っ
た
気
球
に
爆
弾

を
吊
し
て
飛
ば
す
、
と
い
う
兵
器
で
す
（2

）
。 

 

風
船
爆
弾
に
つ
い
て
は
、
戦
時
中
の
研
究
資
料
は
軍
部
の
意
向
に
よ
り
大
部
分
焼

却
さ
れ
た
そ
う
で
す
が
（3

）
、
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
に
、
風
船
爆
弾
を
合
衆
国

の
方
向
へ
風
で
飛
ば
す
た
め
の
実
験
を
し
た
研
究
者
が
当
時
の
知
見
を
公
表
し
て
い

る
（4

）

ほ
か
、
当
時
陸
軍
少
佐
で
あ
り
、
風
船
爆
弾
作
戦
に
従
事
し
た
人
物
が
そ
の
と

き
の
こ
と
を
記
し
て
い
る
（5

）
な
ど
、
い
く
ら
か
当
時
の
証
言
が
公
に
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
明
治
大
学
平
和
教
育
登
戸
研
究
所
資
料
館
の
企
画
展
に
伴
い
、
詳
し
い
研

究
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
、
多
く
の
こ
と
が
分
か
っ
て
き
て
い
ま
す
（6

）
。 

 

風
船
爆
弾
に
つ
い
て
は
、
使
用
さ
れ
て
い
た
和
紙
に
つ
い
て
の
研
究
が
多
く
行
わ

れ
て
い
ま
す
（7

）
。 

 

風
船
爆
弾
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
山
田
朗
の
研
究
が
読
み
や
す
く
ま
と
め
ら
れ
て

い
ま
す
（8

）
。
塚
本
百
合
子
「
風
船
爆
弾
作
戦
の
遂
行
と
終
結
」
は
、
史
料
を
多
く
引

用
し
つ
つ
、
そ
の
経
緯
を
紹
介
し
て
い
ま
す
（9

）
。 

 

も
と
も
と
日
本
軍
で
は
、
宣
伝
用
ビ
ラ
を
ま
く
た
め
の
気
球
（
風
船
）
が
研
究
さ

れ
て
い
て
、
そ
ち
ら
は
「
せ
号
兵
器
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
（1

0

）
。 

気
球
に
爆
弾
を
吊
す
ア
イ
デ
ア
は
、
満
州
事
変
後
の
一
九
三
〇
年
代
は
じ
め
ご
ろ

に
生
ま
れ
た
よ
う
で
、「
ふ
号
兵
器
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
が
、
実
現
に
は
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
れ
が
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
（
一
九
四
二
年
六
月
）
後
、
参
謀
本
部
に
よ
っ

て
「
ふ
号
兵
器
」
の
能
力
増
強
版
を
開
発
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
（1

1

）
。 

当
初
、
風
船
爆
弾
に
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
を
無
視
し
て
生
物
兵
器
（
風
船
爆
弾

は
上
空
一
〇
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
零
下
五
〇
度
を
飛
ば
す
予
定
だ
っ
た
の
で
、
そ
れ

に
耐
え
ら
れ
る
牛
疫
ウ
イ
ル
ス
な
ど
）
を
積
も
う
、
と
い
う
ア
イ
デ
ア
も
あ
っ
た
そ

う
で
す
が
、
あ
ま
り
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
を
無
視
し
す
ぎ
て
い
た
た
め
、
ア
メ
リ
カ
軍

ま
で
日
本
軍
に
対
し
て
生
物
兵
器
を
使
用
し
て
く
る
か
も
、
と
い
う
恐
れ
が
日
本
軍

に
は
あ
り
、
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
七
月
十
五
日
頃
に
、
大
本
営
は
毒
ガ
ス
や
細

菌
兵
器
を
禁
止
し
ま
し
た
（1

2

）
。
そ
の
た
め
、
風
船
爆
弾
に
は
爆
弾
、
焼
夷
弾
が
積
ま

れ
ま
し
た
。 

 

風
船
爆
弾
は
、
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
十
一
月
七
日
か
ら
昭
和
二
十
年
（
一
九

四
五
）
三
月
（
一
宮
・
勿
来
基
地
）―

四
月
（
茨
城
県
の
大
津
基
地
）
ま
で
九
三
〇
〇

発
ほ
ど
が
放
球
さ
れ
、
そ
の
内
一
〇
〇
〇
発
ほ
ど
が
北
米
大
陸
に
到
達
し
、
落
下
地

で
民
間
人
が
少
な
く
と
も
六
人
亡
く
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
（1

3

）
。
日
本
国
内
で
も
風

船
爆
弾
の
事
故
に
よ
り
六
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
（1

4

）
。 

 

風
船
爆
弾
が
作
ら
れ
て
い
た
の
は
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
十
二
月
頃
か
ら
昭

和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
の
四
月
頃
ま
で
で
す
が
、
そ
の
間
、
和
紙
貼
り
合
わ
せ
用
に

大
量
の
蒟
蒻
が
必
要
に
な
っ
た
た
め
、
陸
軍
は
蒟
蒻
の
生
産
・
流
通
を
全
国
的
に
統

制
し
、
そ
の
た
め
に
、
戦
時
中
、
蒟
蒻
は
ほ
と
ん
ど
民
間
に
流
通
し
な
く
な
り
、
戦
後

（
一
九
四
四
） 

（
紫
印
） 

（「
磐
田
郡
／
西
浅
羽
村
／
農
業
会
」） 
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に
な
っ
て
よ
う
や
く
民
間
に
再
流
通
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（1

5

）
。 

 
冒
頭
で
引
用
し
た
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
十
月
二
十
五
日
付
け
「
蒟
蒻
薯
供

出
ニ
関
ス
ル
件
」
に
も
「
軍
需
用
資
材
ト
シ
テ
不
可
欠
品
タ
ル
蒟
蒻
薯
ノ
極
メ
テ
重

要
ナ
ル
ハ
既
ニ
周
知
ノ
事
ニ
シ
テ
コ
レ
ガ
製
造
ト
販
売
ト
ヲ
禁
止
セ
ラ
レ
居
ル
次
第

ニ
有
レ

之
候
」
（
軍
需
用
資
材
と
し
て
不
可
欠
品
で
あ
る
蒟
蒻
薯
が
極
め
て
重
要
で
あ

る
こ
と
は
、
既
に
周
知
の
事
実
で
あ
り
、
そ
れ
が
、
蒟
蒻
薯
の
製
造
と
販
売
が
禁
止

さ
れ
て
い
る
理
由
で
も
あ
る
わ
け
だ
が
）
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
そ
う
し
た
当
時

の
蒟
蒻
を
巡
る
状
況
に
つ
い
て
言
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。 

 

今
後
、
接
着
剤
と
し
て
蒟
蒻
が
ど
れ
ほ
ど
使
用
さ
れ
る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

蒟
蒻
は
戦
争
の
な
い
時
代
の
食
物
で
あ
り
、
蒟
蒻
の
味
は
平
和
の
時
代
の
味
で
も
あ

り
ま
す
。
十
年
後
、
百
年
後
、
二
百
年
後
が
、
蒟
蒻
を
お
い
し
く
い
た
だ
け
る
時
代
で

あ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 
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（1

） 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
十
月
二
十
五
日
付
け
「
蒟
蒻
薯
供
出
ニ
関
ス
ル

件
」
（
『
昭
和
二
十
年
四
月 

参
考
書
綴 

拾
九
年
度
後
半
期
分
』
長
溝
自
治
会
文

書
近
代
一
七
の
内
）
。
本
書
二
六
五
号
。 

（2

） 

肥
田
木
安
「
風
船
爆
弾
の
思
い
出
」（
『
水
利
科
学
』
二
二
（
二
）、
一
九
七
八

年
）
、
山
田
朗
「
紙
と
戦
争―

登
戸
研
究
所
と
風
船
爆
弾
・
偽
札―

」（『
明
治
大

学
平
和
教
育
登
戸
研
究
所
資
料
館
報
』
一
、
二
〇
一
六
年
）
一
〇
五―

一
〇
六
頁

な
ど
。
肥
田
木
論
文
九
七
頁
に
は
「
気
球
概
観
図
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

（3

） 

荒
川
秀
俊
「
風
船
爆
弾
の
気
象
学
的
原
理
」
（『
航
空
学
会
誌
』
第
一
巻
第
二

号
、
一
九
五
三
年
）
九
八
頁
。 

（4

） 

荒
川
秀
俊
「
風
船
爆
弾
の
気
象
学
的
原
理
」
（
前
掲
注
３
参
照
）。 

（5

） 

肥
田
木
安
「
風
船
爆
弾
の
思
い
出
」（
前
掲
注
２
参
照
）。 

（6

） 

山
田
朗
「
紙
と
戦
争―

登
戸
研
究
所
と
風
船
爆
弾
・
偽
札―

」（
前
掲
注
２
参

照
）
な
ど
。
山
田
の
研
究
は
第
五
回
企
画
展
に
関
わ
る
も
の
の
よ
う
だ
が
、
第
六

回
企
画
展
に
際
し
て
も
、
塚
本
百
合
子
「
風
船
爆
弾
作
戦
の
遂
行
と
終
結
」（『
明

治
大
学
平
和
教
育
登
戸
研
究
所
資
料
館
報
』
二
、
二
〇
一
六
年
）
な
ど
の
研
究
が

な
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
ほ
か
、
松
井
か
お
る
「
風
船
爆
弾
製
造
と
学
徒
勤
労
動
員―

風
船
爆
弾
関
係

文
書
を
中
心
に―

」
（
『
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
六
号
、
二
〇

一
〇
年
）
は
、
史
料
の
ま
と
め
を
し
て
く
れ
て
い
る
（
一
九
六―

二
三
四
頁
）
ほ

か
、
か
な
り
詳
細
な
風
前
爆
弾
全
体
図
を
掲
載
し
て
く
れ
て
い
る
（
一
六
五

頁
）
。 

（7

） 

塚
本
百
合
子
「
風
船
爆
弾
に
利
用
さ
れ
た
「
紙
」
」
（
『
明
治
大
学
平
和
教
育
登

戸
研
究
所
資
料
館
報
』
一
、
二
〇
一
六
年
）
、
安
斎
克
仁
「
風
船
爆
弾
に
な
っ
た

和
紙―

福
島
県
上
川
崎
産
和
紙―

」（
『
第
12
回
阿
武
隈
水
系
研
究
会
発
表
要
旨

集
』
、
二
〇
二
一
年
）
。
ま
た
山
田
朗
「
紙
と
戦
争―

登
戸
研
究
所
と
風
船
爆
弾
・

偽
札―

」
（
前
掲
注
２
参
照
）
も
企
画
展
の
趣
旨
か
ら
和
紙
に
深
く
言
及
し
て
い

る
ほ
か
、
蒟
蒻
に
も
言
及
し
て
い
る
。 

（8

） 

山
田
朗
「
紙
と
戦
争―

登
戸
研
究
所
と
風
船
爆
弾
・
偽
札―

」（
前
掲
注
２
参

照
）
。
ま
た
、
山
田
論
文
（
記
念
講
演
の
記
録
）
で
は
、
聴
講
者
と
の
質
疑
応
答

で
、
日
本
軍
に
よ
る
書
類
の
処
分
な
ど
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
お
り
、
と
て
も

興
味
深
い
内
容
に
な
っ
て
い
る
。 

（9

） 

塚
本
百
合
子
「
風
船
爆
弾
作
戦
の
遂
行
と
終
結
」
（
前
掲
注
６
参
照
）。 

（1
0

） 

山
田
朗
「
紙
と
戦
争―

登
戸
研
究
所
と
風
船
爆
弾
・
偽
札―

」（
前
掲
注
２
参

照
）
一
〇
四―

一
〇
五
頁
。 

（1
1

） 

山
田
朗
「
紙
と
戦
争―

登
戸
研
究
所
と
風
船
爆
弾
・
偽
札―

」（
前
掲
注
２
参

照
）
一
〇
五―

一
〇
六
頁
。 

（1
2

） 

山
田
朗
「
紙
と
戦
争―

登
戸
研
究
所
と
風
船
爆
弾
・
偽
札―

」（
前
掲
注
２
参

照
）
一
〇
七―

一
一
三
頁
。 

（1
3

） 

山
田
朗
「
紙
と
戦
争―

登
戸
研
究
所
と
風
船
爆
弾
・
偽
札―

」（
前
掲
注
２
参

照
）
一
一
三―

一
一
四
頁
。 

（1
4

） 

山
田
朗
「
紙
と
戦
争―

登
戸
研
究
所
と
風
船
爆
弾
・
偽
札―

」（
前
掲
注
２
参

照
）
一
一
三
頁
。 

（1
5

） 

山
田
朗
「
紙
と
戦
争―

登
戸
研
究
所
と
風
船
爆
弾
・
偽
札―

」（
前
掲
注
２
参

照
）
一
〇
九
頁
。 
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